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２０２３年６月１０日 

◎令和５年度 東大和市災害ボランティアセンター設置・運営訓練 

南街・桜が丘地域防災協議会 本部 

 今年度で９回目となる東大和市社会福祉協議会主催の、「東大和市災害ボランティア 

センター設置・運営訓練」が、本日ハミングホールにて実施されました。 

センターは「東大和市地域防災計画」により、大規模災害の発生時、市と社協とが連携し

て、市民会館（ハミングホール）に設置することになっています。さらに社協は市と、「災害

時におけるボランティア活動に関する協定」を締結し、「東大和市災害ボランティアセンタ

ー設置・運営マニュアル」（最新版：R５．１．４）を作成して、センターの円滑な設置・運営、

災害復興を目指しています。 

今年度は、前半に「被災者にどのように向き合うか」をポイントとしての訓練が、後半に

「被災者と支援者を繋げる」「被災者と繋がる」をキーワードとしての講話が、実施されまし

た。 

 

【前半（９：３０～１２：００）災害ボランティアセンター設置・運営訓練：参加者５５名】 

（参考：シナリオ Ｐ１１） 

★集合、あいさつ、自己紹介（小ホール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

東大和市災害ボランティア 

センター協議会 会長様 

東大和市社会福祉協議会  
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講演会講師 福田様 
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★災害ボランティアセンター設置（小ホール） 

 

  

   

  

  

 

 

 

 

 

 

★相談受付開始（被災者支援班が、被災者からの相談を携帯電話にて受付。 

「ニーズ（電話）受付票」作成。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A班 B班 

E班 

C班 D班 

F班 
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★訪問調査（被災者役訪問。ニーズ（現地調査）受付票記入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A班（高齢者：独居） B班（高齢者：コロナへの恐怖心強い） 

 

C班（高齢者：避難所生活拒否。 

情報ほしい。） 

E班（認知症高齢者：物忘れ、 

食に不安。） 

） 

H班（精神障害者 

：独居、話がまとまらない。） 

F班（知的障害者：言葉の理解が無い、 

食事介助必要。） 

G班（ペットと一緒 

：ペット同伴の避難所生活希望、 

餌が無い、散歩に行けない。） 

D班（コロナ罹患者。夫が罹患。） 

） 
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★「ニーズ（現地調査）受付票」完成、振り返りシート作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

I班（視覚障害者 

：避難所での生活が不安） 

） 

J班（肢体不自由：車いす生活） 

K班（認知症高齢者：物忘れ、避難拒否） 

M班（生活困窮者 

 ：こども多い、食べ物不足。） 

 

L班（外国人:情報が分からず不安） 

N班（妊婦：食べ物に困窮） 
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★被災者役と合流し、反省・共有。 
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★反省・感想の発表 
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★総務班の活動 

（センター全体が円滑に運営されるよう細やかな心配りにより、臨機応変の対応を行う。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★講評 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講評 

災害協働サポート東京 福田様 

（後半講演会の講師） 

 

被災者支援班の訪問先記入をサポート 広報（Twitterへの随時の情報発信） 

活動集計（「ニーズ受付一覧」の作成） 
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【後半（１４：００～１５：３０）講演会（「繋がる・繋げる・災害支援」）：参加者約８０名】 

（参考：チラシ Ｐ１２） 

★受付（１３：３０より）（後半からの参加者に、氏名・住所・電話を記入してもらう。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ごあいさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★講演「繋がる・繋げる・災害支援」（災害協働サポート東京 理事 福田信章 様） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東大和市 

市長様 
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東大和市社会福祉協議会 様 

 

消毒・検温 

東大和市社会福祉協議会 

会長様 
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★終了ごあいさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

東大和市災害ボランティアセンター協議会

会長様 
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【災害ボランティアセンター設置・運営訓練 シナリオ】 
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【講演会（水害）のチラシ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 


